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学位論文等題目 〈論文〉 「年中行事絵巻」の復元研究 
 ―東京・田中家蔵 住吉本模本を中心として― 
 〈作品〉 「年中行事絵巻」朝覲行幸（部分）の想定復元模写 
「年中行事絵巻」朝覲行幸（部分）の下図の想定制作 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 宮廻 正明 
（論文第１副査） 東京藝術大学 客員教授 （美術学部） 有賀 祥隆 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 荒井 経 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 木島 隆康 
（副査） 東京藝術大学 非常勤講師  大竹 卓民 





























































































































    
 
その特徴が窺える。しかし、年中行事絵巻は絵画性よりもむしろ、都の風景を写実的に描き、年中を通した
洛中の行事や民間風習を描き留める事が目的であったと考えられる。 
そして、復元模写を通した研究により、原本の一角を垣間見ることが出来た成果は大きかった。思い切っ
た実技的観点に基づいた研究が行われたことは、過去にはあまり例がなく新しい研究手法として今後高く評
価されるものである。 
